























佐 藤 啓 子
－４８７－
の最初には大学の隅々まで走り回って、さまざまなタイプの障害者にとって
不都合な点を頭の中でリストアップしておられたようです。法学部の何人か
だけでもへとへとになりそうな私にとっては想像を超える気遣いでした。
私が生瀬先生を頼っている割には、ゆっくり話したことはありません。生
瀬先生はアルコールの入る学外での法学部行事には参加なさいませんでした
し、私自身には研究室の移動があったりしてあまりお招きできる状態ではな
く、またお姿は見かけてもお声をかけてよいものやらと思うこともありまし
た。２年目以降も、立ち話以上のことは内心お互い避けていたのかもしれま
せん。ただし、話さえ始まれば、かならず情報交換という名の情報提供と、
励ましと、そして、二次障害を起こさないようにという心配のお言葉をいた
だいていました。そう、障害者には二次障害はつきものですが、私が本学に
赴任する前、二次障害を起こす前の生瀬先生を私は知りません。そして、一
つ健康上の問題が起きると思いがけない困難も生じる、これも、障害者には
よくあることです。
先生ご自身は
「教室で失敗してコケた」
と軽くおっしゃっておられましたが、そんな軽いものではないからこそ、治
療に行くのもためらわれているのではないか、と危惧を抱いていました。そ
のような危惧は、当たってほしくなかった。それでも、生瀬先生から学生の
件で私の研究室宛にお手紙を頂戴したこともありましたし、生瀬先生ご自身
も心配だろうと、法学部の学生の様子を報告しに、こちらからご自宅まで電
話をかけることもありました。体調の悪いときの電話はつらいのではないか
と短く切ろうとするのですが、お声は元気でしたし、案件が複雑でつい少し
話し込むこともありました。
少しは大学に出てこられるようになってからは、また立ち話のみの交流に
なりましたが、たぶん調子もよくなかったのでしょう、重い話も出てくるよ
うになりました。しかし、私はそれを聞くに耐えられる人間的力量の持ち主
ではなく、たぶん先生が求めていたようなお返事はできなかったと思います。
－４８８－
ただ、私のような、ほとんど成人になってから障害者になった者にとってさ
え、メンタルヘルスを保つことは大変です。ましてや生瀬先生は、物心つい
た頃から障害者であり、ご家庭にあったもろもろに対してご自身を責めてお
られました。私の眼からすれば、それは障害のせいであっても、もちろんご
両親のせいではありませんし、ご自身を責めるべきことでもありません。こ
れは事実なのだから、このように、はっきり言って差し上げればよかった。
しかし、何回もそのことを伺いましたが、私は何も言えませんでした。いつ
も、私のような若輩者が口を出すべきかどうか逡巡して、結局、機会を逃し
ました。
そのような自責の念が先生を、人権委員会委員長として以上の仕事に駆り
立てた一面は、あるかもしれません。本当は、人に依存する仕事の仕方は、
組織としては原始的な段階を脱していません。そのことは先生もご存知で、
自分がいなくなっても、いや、誰が担当しても、安定した出力を確保できる
組織、そのような組織を望みながら、人権委員会委員長としてのお仕事をな
さっておられました。
きっと、走り続けてこられた人生だったのだろうと思います。安らかにお
眠りください。
－４８９－
